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光化学オキシダントとは？ 

・主に工場や自動車などから排出される、窒素酸化 

 物や炭化水素が、太陽の紫外線により、光化学 

 反応を起こし生成される 

・こうして生成された、オゾンやPAN(ﾊﾟｰ ｵｷｼｱｾﾁﾙ 

 ﾅｲﾄﾚｰﾄ)などの酸化物の総称 

 （以降、「Ox」と表記） 
 

 

 

主成分のオゾンの酸化作用により、目や喉などの 

粘膜への刺激や植物の生育に影響がある 



県内の光化学オキシダントの状況 
 
・経年変化は、増加傾向（全国と同様） 
 

0.02

0.03

0.04

0.05

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
ｐ
ｐ
ｍ
）

年度

年平均値推移

三国 福井 神明 大野 敦賀 小浜

0.07

0.08

0.09

0.10

0.11

0.12

0.13

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
ｐ
ｐ
ｍ
）

年度

年最高値推移

三国 福井 神明 大野 敦賀 小浜



光化学オキシダント高濃度予測の必要性 

 大気汚染防止法 第23条（緊急時の措置）により、 
 Ox濃度120ppb以上継続で注意報発令を義務付け 
 
 
 Ox濃度90ppb以上で予告 

   ・準備体制の構築（関係機関、市町） 

   ・担当者の不在や急激な濃度上昇で準備体制の 

    構築が間に合わないおそれ 
 
 
 迅速な準備体制の構築のため高濃度予測が必要 



主な予測システム 

・大気汚染予測システムVENUS（国立環境研究所） 
・光化学スモッグ気象予測モデル（気象研究所） 

 

 

 

 

 

 
広域を対象としていることや濃度段階が大きい等、全体の傾向を 

つかむことは出来るが、発生源プロファイル（2000年ベース）を 

元にしたシミュレーションのため、実濃度と差が出やすい 

オキシダント濃度予測の取り組み 

実際は嶺北から嶺南東部の広い地域で90ppb以上を
観測 
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予測手法（イメージ） 
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  ・オキシダント等の測定値 
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Ox高濃度の因子の抽出方法 

全県的な監視体制が整備された、平成14年度以降の 

 データのうち、90ppb以上の高濃度となった日  および  

 その前日について解析を実施。 
 

＜解析対象項目＞ 

 ・ポテンシャルオゾン濃度（以降、POと表記） 

 ・天気 ・気圧配置 ・風向風速 ・気温 など 

（※気象データについては、天気予報で入手可能な項目に限定） 

 

  上記項目を用いて、重回帰分析を行い、日最高Ox濃度
との相関が強い因子を抽出する。 



Ox高濃度の因子（例1） 

天気予報（天候・風向・風速） 



Ox高濃度の因子（例2） 
天気予報（最高気温、最低気温との差） 

 



Ox高濃度の因子（例3） 

 「前日のポテンシャルオゾン濃度（PO）」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 「ポテンシャルオゾン濃度(PO)」とは、 [PO]＝[O3]＋[NO2]－0.1×[NOx] 

 NO＋O3→NO2＋O2の反応式により、光化学生成したO3がNOにより消失する。この消失分をNO2で補正している。 

y = 0.5809x + 35.561 
R² = 0.4512 
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重回帰分析で評価 

重回帰分析とは 

  Ｙ＝b1Ｘ1＋ b2Ｘ2＋ b3Ｘ3・・・＋ｃ 

    （Ｙ：目的変数 Ｘ：説明変数 b:偏回帰係数 ｃ：定数） 

 

(1) 重回帰分析は、１つの目的変数を複数の説明変数で予測 

  しようというものです。 

(2) 相関や、各Ｘごとの影響度もわかります。 



重回帰分析結果(例) （敦賀） 

福井 
R2≧0.5 分析の精度がやや良い 

慣例的に0.05(5%水準)以下を採用 

値が小さいほど相関が強い 



最高気温と最低気温の気温差 
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風向（当日１２時） 
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風向（当日９時） 
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風速（当日１２時） 
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風速（当日９時） 
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ポテンシャルオゾン濃度（前日） 
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平成２９年3月に、環境省が、「光化学オキシダント調査
検討報告書」を公表。 

 

 「ＮＯ濃度」や「ＶＯＣ濃度」が、オキシダント濃度に影響を
及ぼすとの知見を示した。 

 

 

 「ＮＯ濃度」、「非メタン濃度」についても検討 



ＮＯ濃度 
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非メタン濃度 
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高濃度日となる条件 

①当日の天候 ： 「晴れ」 

②当日の最高気温と最低気温の差 ： 「８℃以上」 

③当日の午前中の風向 ： 「南よりの風」 
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天候 
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予測モデルの検証 

①過去の高濃度日で、予測してみた結果 

   ・嶺北 ： 約８割 

   ・嶺南 ： 約７割    が高濃度日と予測できた 

 

②平成２９年度（４月～９月、３月）の「高濃度とならなかった日」で、 

  予測してみた結果 

   ・嶺北 ： 約４割 

   ・嶺南 ： 約２割    が高濃度日と予測 

 



今年度の予定 

月別の予測手法の検討 

 

 ＮＯ濃度、非メタン濃度を、因子として考慮 

 

予測モデルの試行、改良 

  


